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はじめに

窃山県では、 立山に登って一人柿と見なす風習が

古＜からあったといわれている。 立山登山を目椋に

家庭教脊が行われてきたと証言する人もいる(1)。 ま

た、 県下の数多くの小・中学校が立山登山を学校行

:'j.;: として行ってきた歴史をもっていて、 現在でも約

三分の一近くの小学校が立山登山を実施している。

このように、 富山県では、 立山登山を教脊の一哀と

して行ってきた歴史がある。 しかし、 江戸時代を中

心とする禅定登山や明治以降の近代登山としての立

山登山については、数多くの研究が行われてきたが、

学校教育における立山登山の歴史について考察した

ものは、 各学校の校史等でふれられた以外は見あた

らない。

この機会を利用して、 立山登山が、 どのような教

育的意義を唱えて学校教育に取り入れられ、 どのよ

うな経過をたどってきたのかを探ってみたい。 なぜ

小学校を主とするかについては、 義務教脊段階の学

校教育にこそ、 より重要とされた教育的慈義が明確

に出ているのではないかと思われるからである。 義

務教育段階を考察の対象にするのであれば、 中学校

も考察するべきだが、 戦前の中学校は全く異質のも

のであるので、誤解を防ぐために小学校中心とした。

したがつて、 現在の中学校にも口及するが、 その特

色を明確にするためにも、 現在の中学校に当てはま

る戦前の小学校j•,',5等科にも言及する必要があると考

えている。j•;':j等科は義務教育でなかったが、 高等科

も考察する意味もあって小学校中心とした。 以上の

理由によって、 この小論では、 戦前のi心j等科を含む

小学校と、 戦後の小・中学校を考察の対象にする予

定である。

ところで、 古＜から山は心出が宿り、 人間の虚魂

を再生させるにふさわしい楊所だと考えられてき

た。 そのため、 大人になるための試辣として若者に

登山をさせる風習が全国にあった。 特に修験道の修

行場となってきた霊山で盛んに行われてきた。 立山

をはじめ、 胄森の岩木山、 山形の月山・羽黒山・湯

殿山、 奈良の大蜂山などが知られている。 このよう

な成人儀礼としての登山は、 村の行事として行われ

ることが多く 、 近代化が進んで村社会が廂壊する

につれて行われなくなる傾向にある。

しかし、明治以降、近代学校制度が整備されると、

富山限では、 学校が主体となって立山登山を行うよ

うになってきた。 学校登山が盛んとなるのは、 日本

全体が登山プー ムとなる大正期である。 小学校の立

山登山が将及するのもその頃からである。 教貝たち

は、 立山登山に対して、 今までの成人儀礼登山とは

辿う教脊的，義を見いだして、 率先して児発を立山

へ連れて行ったと思われる。 交迎や設備や装備など

あらゆる面で悪条件であったにもかかわらず、 教員

たちは何故、 立山登山を行おうとしたのか、 また児

窯や保設者の思いはどうだったのであろうか。

論の進め方としては、 最初に、 学校登山開始以新j

の年少者の立山登山の事例を確認した後、 明治末期

の最初の学校登山、 大正末期から昭和前期にかけて

の学校登山、 太平洋戦争後の学校登山、 の三つの時

期に分けてそれぞれの特色を考察したいと考えている。

なお、 査科に使われている旧字1本については、 読

者の便宜をはかるため、 新字体に古き改めてある。
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小学校蛍山の開始以前

学校登山が行われるようになる以前は、 何 歳頃か

ら立山に登っていたのだろうか。『窃山県史民俗編』

では「越中の若者でも良束を中心として、 早くは十

五オの若者入り、 おそくとも十八オの名替（元服）

までに立山参拝をすべきであるというーつの通過儀

礼が成立していた。」として何人かの証言を紹介し

ている�)。

ー方、 大正時代に出版された苫物の中には「此の

崇高秀寡なる山気に触れて闊健の気象を投成するに

あらざれは男子たる能はずとして十三歳に至れば必

ず同山に登り雄山の神に詣るべき恨習今日に至るま

で現存せり」と内いてあるものもある・31。 大正時代

に、 実際にどの範囲でそういう帆習があったか分か

らないが、 13歳で登るべきだという意見があったこ

とは注意しなければならない。

そのほか、 元治元年(1864) に、 満11歳と14歳の

兄弟が立山登山をした記録があるII 。

また、泣初の立山案内苫ともいわれる「立山権現』

を落した浅地倫は、 明治34年に立山登山をした際に

少年の集団に出会い、「立山参詣の壮者数人あり其

齢十ーニ歳より十七八歳までにして誂れも白衣にて

浄装し菅笠に立山参詣の四文字を図黒々と記し」て

2 小学校における最初の立山登山

2. 1 登山の内容

小学校登山の始まりは、 明治45年の東水橋尋常高

等小学校（現富山市立水柏中音11小学校）

計六十二名ナリ

ーヽ

4

といわれて

いるSJ 。 束水柏尋常高等小学校の『沿革史」には、

明治45年の欄に「七月二十五日、 立山登山隊ノ組織

成リテ学校ヲ出発シ、 同月二十九日無事帰校セリ其

ノ人貝ハ砂等補習科i均等科ーニ学年生並二卒業生合

引率職貝ハ金森、 土肥、 常川、

崎、 堀田ノ五名ナリ」とftn単に記されている

2)。 このほかに当時の記録は見あたらない。

山

（写兵

いたと記している匁

明治41年に、 立山の総合的研究害として泣初の出

版物とされる「立山案内」を著した大井冷光は、 そ

の著苫の中で、「絶頂にて十三歳の少女の登り得た

るを目幣したり」と記している"'。 また、 大井は、

明治42年に、 富山日報社の派辿只として一区、 立山

室堂に滞在し、

題して紙上に連載したが、 その中で、 下新川郡前澤

村の12、 3オの少年か接待所に現れたとか、 窪山少

年土曜会の登山隊一行30名がやって来たと記してい

る7) 0 

このような事例から、 交通手段がほとんど徒歩し

かない時代に、 10代前半で登る者がいたことが分か

る。 しかし、 体力的には可能でも、 それだけでは学

校教育の一環として立山登山が取り入れられること

にはならない。 学校教育として行われるには、 教貝

側から教育的慈義が示され、 児筑や保設者が理解し

協力しなければ目的が達成されないからである。

どのような教育的意義を唱えて立山登山が行われる

ようになったのかを、 社会的背娯を含めて考えてみ

たし'o

後年、 北日本新聞が、 引率者の 1人であった堀田

竹二や当時の児筑へのインタビュ 一 を交えて記事に

している。記事は昭和31年と昭和41年のものであり、

かなり年月が経ってからのインタビュ ー であること

もあって、 記事の中には沿革史の内容と迩う品述が

見られる。

われる。

山からの便りを 「天の一方より』と

しかし、 日程や経夜の細かい点について

は記悩が紺れることも充分考えられるが、 印象的な

感想については記臆迩いは少ないのではないかと思

日程については、 沿革史の記述通り4泊5

日として、 当時の椋準的な登山日程と大きくは迩わ
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ないと考えるならば、 1泊目は芦絣寺泊、 2日目は

獅子が鼻を通って室堂泊、 3日目に頂上に達したが

宿泊場所は不明（室党か？）、 4日目は立山温泉で

疲れを休め、 5日目に全員無事で帰郷した、 という

ことになるのではないだろうか。 中語（ガイド）を

扉って案内させ、 荷物全部をかついでもらったとい

うのは:�J ;: 実であろう。 また、 悪天候で大変だったら

しく、 当時参加した1人は、「笠やゴザは途中で吹

っ飛び、 とても寒く、 こんなつらい山へ二度と来た

くないと思った」と謡っているが、 これも事実と考

えていいのではないだろうか。 その他、1i}ったとき

には多くの人が出迎え、 盛大に祝ったとか、 保設者

も10名付き添った、 と記されている。

ところで、 どういう経緯で行われたのか詳細は述

べられていないが、「そのころ先生は若さにあふれ、

1目＇ 険性に富んでいた。 そこで、 頂男なら立山へ行こ

ぅ- と辻勝治校長の許しをうけ、 生徒に呼びかけた

という。 父兄は賛否両論『まだ早い。 金がかかる」

と結局、 三分の一の生徒が参加した。」という二 こ

れによれば、 教員側からの栢極的な働きかけで行わ

れたことと、 保設者の三分の二は否定的反応を示し

たことが分かる10)。

当時はすでに宿泊を伴う修学旅行が晋及していた

が、 1泊が多く、 しかも経費がかかるので参加者は

少ないのが酋通であった。 そういう時代に、 4泊5

日というのは極めて異例である。 しかも困難が予想

される登山であるから、 教只の負担は大変であった

であろう。 この行事がその後継続して行われた形跡

はない。 最初から1回限りとして行われたのか、 そ

れとも予想以上に困難が多くて継続できなかったの

かは不明である。 それは今後の課題として、 この異

例ともいえる立山登山が、 何故、 この時期に水低で

行われたのであろうか、 その理由を考えてみたい。

2.2 明治期の学校行事の特色

まず、 この当時の学校行事の一般的な特色を押さ

えておきたい。 明i台期以来の露国強兵策は学校教育

にも甜入され、箪人を理想像とする教育が行われた。

恥＇」： ・ 日露の二つの戦争を契機に国家意識が記j賜

し、 軍部の発言力は一段と邸まっていったが、 学校

も例外ではなかった。 学校儀式の中に、 皇室関係や

軍4,:関係のものが多く取り入れられただけでなく、

修学旅行で軍艦や陸軍演習を見学する場合も多かっ

た Ill 0 

また、 強健な身体を育成することが求められ、 辿

足で長距離を歩くのが当たり前であった。 束水恰尋

常高等小学校の例では、 明治40年に、 邸等科の児童

が学校から呉羽山に登っている。 往復8里の道のり

を、 徒歩で全員踏破した,�,。 辿足は、 学校からの歩

行が原則で1肝用がかからないこともあって、 殆ど全

貝が参加する行事であった。

このような学校行事の中で、 立山登山はどのよう

な位岡づけになるだろうか。 宿泊を伴う一部の児童

による活動という面から見て、 修学旅行の一種とい

えよう。 しかし、 内容的には辿足または行軍といえ

よう。 悪天候のためもあるが、 参加した児究は二度

と来たくないと言っていることからも分かるよう

に、 楽しむよりも鍛錬を目的にしていたと考えられ

る。 強健な身体と忍耐力を育成する目的としては、

立山登山ほど厳しいものはなかったであろう。 それ

だけに、 登山を成し遂げた児党は、i1{も理想的な索

質を持つ児党として称賛されたことであろう。

また、 教員の中には登山に親しむ者が多かったと

思われれる。 森有礼文部大臣は砦通教育およびその

要めである師範教育の目的として、「忠君愛国ノ気」

と順良・信愛・威重の「気質」の養成を最重要視し、

その具体的方法として 「教室外の教育Jに沿目し、

さらにその観点から学校行事を私極的に組徽するこ

とに努めた。 明治25年には尋常師範学校制度が改革

され、 その「学科及其程度」の説明中において、

「夏季休業中及学期末休業等成ルヘク適当ノ時期ヲ

撰ヒ教貝ヲシテ生徒ヲ率ヒテ修学旅行ヲナサシメ山

川郊野ヲ跛渉シテ其身体及消『神ヲ鍛錬スルト共二知

見ヲ広メシメンコトニ務ムヘシ」とされた。 すなわ

UJ
 



富山県（立ILL巾か物館］研究紀 ＇災 第11号 20図年3月

ち、 夏休みなどの休業を利用して、 山などの大自然

の中を歩いて身体と粘神を鍛錬するとともに、 知見

を広めることが求められたのである。

こうして、 師範学校で山に殺しんで教貝となった

者の中に、 率先して生徒を山に辿れて行きたいと思

う者が出ても不思議ではないだろう。 山に恵まれた

富山師範学校にも山好きな者が多くいたであろう

131 。 しかし、 当時の東水柏尋常悩等小学校で引率し

た教貝の中に、 山好きな者がいたかどうかは不明で

あり、 今後の課題である。

2.3 参加した児童たちの芭かれていた状況

参加したのは高等科の児煎の一部であったが、 ど

のような児齋が参加したのであろうか。 まず、 当時

の高等科とはどのような存在だったのであろうか。

大正元年度末（明治45年度末でもある）における本

県小学校の設骰状況は次のようであった。

尋常小学校 327校

尋常高等小学校 75校

; ,;.� 等小学校 5校し"

児党数で見ても、i心j等科に進学したのは尋常小学

校卒業生の三分の一 未満であったと考えられる叫

明治41年から義務教育年限が6年になってしばらく

の間、 高等科は、「上級学校に進学しえないが義務

教育だけでは満足しえない大衆上／邑の児党のための

完結教育の楊という性格をもつようになった」 lo} と

いわれるが、 露山限でも、 この時期はまだ訟j等科へ

の進学率が低く、i心j等科は経済的に余裕のある家庭

の子供が行く所だという翠品が強かったと思われ

る。

その上、 水拾母常高等小学校で立山登山に参加し

たのは、i'忍j等補習科j;�j等科の三分の一だといわれて

いるので、 高等科の中でもさらに余裕があり、 教育

に理解のある家庭の子供であったと考えられる。 保

設者が10人ついて行ったという点を見ても、 保設者

の和極的協力があったといってよい。

それにしても何故、 水橋なのであろうか。 水柏地

域は、 町の中を立山を源流とする常願寺川が流れ、

当時は行政上も立山を含む中新川郡に属して、 昔か

ら立山とはつながりが深かった。 その中でも「盆山

市に近い関係上、 郡内で教育が一番早く閲けた所で

ある。 したがつて教育に対する理解があって教育昨

巫の美風がある」 171 といわれていた。

また県内でも有数の売薬地域であったことが関係

しているかもしれない。 富山売薬は江戸時代以来、

富山を代表する産業として発展してきた。 しかし、

明治新政府が西洋医学への転換と洋薬の採用を打ち

出したため、 富山売薬は一大危機に直面した。 その

対策として、 売薬業の改良と薬剤師の投成を目指し

て、 売薬業者らの寄付金によって薬学校が設立され

たが、 その学校経営は困難を極めた。 その後、 薬業

界の懸命の努力によって県立へと移管され、 明治43

年4月富山県立薬学専門学校となって、 ようやく充

実した薬学教育が可能となった。 この学校の入学賽

格は高等小学校2か年諜程卒―業者もしくはこれと同

等の学力を有するものとされた。 卒業者には無試験

で薬剤師の免状が与えられることになったので、 入

学希望者が多くなり、「入学生の半数以上が県外人

で占められる」 181 ほど入学が難しい学校となった。

そのため、 水栢地区の売薬業者達のなかには、 子弟

が東水柏尋常高等小学校の高等科を出て、 薬学専門

学校に入学してほしいと願う者が多くいたであろう

と思われる。 厳しい入学試験の難閃を突破するため

にも、 強い粕神力を身につけてほしいと考えたこと

だろう。 このように考える保設者は、 立山登山の音,.

画があれば、 我が子を参加させても不思議ではない

だろう叫

いずれにしろ、 この登山は、 水柏という立山にゆ

かりのある地域で、 小学生の快挙を成し遂げたいと

頻う若くて冒険心に富む教貝染団と、 ある程度経済

カがあり、 売薬という特殊事:,i-iりを抱えて教育に高い

閃心をもつ保設者の思いが一致したことによって実
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現された特殊な事例であって、 まだ小学校で立山登

3 大正末期から昭和前期における小学校の立山登山

大正10年代になると、 富山市の中心地域の小学校

で立山登山が実施されるようになった。 早い例とし

て、 八人町尋常邸等小学校（現富山市立八人町小学

校）が大正11年から、 星井町吟常高等小学校（現富

山市立星井町小学校）が大正13年から実施した。 こ

の2校については、 当時の新llH記事等を含めて査料

があるので、 この2校の事例を通して、 大正期から

昭和前期にかけての小学校の立山登山の特色を考え

てみたい。

この時期には交通機関も整備されはじめた。 窃山

悲蕊鉄迫が大正10年4月に南富山• 上滝WJ、 同年8

月には岩11弁寺までIJfJ通し、 大正12年4月には千垣ま

でIJf.j通した。 これによって、丘；山市内からの立山登

山の日程が、 1 日以上短稲されることになった。 体

力面で心配な小学生にとって、1日の短縮は大きい。

この交通の発迄が、 富山市内の小学校の立山登山を

促す巫炭な要因になったと考えられる。 しかし、 そ

れだけでは、 教貝たちに負担の大きい立山登山を行

わせる動機にはならなかったのではないだろうか。

もっと栢極的な動機、 すなわち立山登山の教育的滋

義への確信があったのではないかと思われるのであ

る。 その点を明らかにしてみたい。

3. 1 八人町尋常高等小学校の立山登山

八人町尋常訟j等小学校は、 大正時代の長いl蜀、 盆

山市で唯 一の男子高等科を併骰している小学校であ

った。 大正12年4月に創校50周年を迎えたが、 それ

を記念して、「創校五十周年記念雑誌』を発行して

いる。 その中で、 立山登山について、「限苦に耐え

欠乏と戦ひ立狐の険を跛渉し身体を鍛錬し剛健なる

粘神を投ひ絶大崇高の山気に接しては活然の気象を

投ふため、 応'i等科生徒の希望者に対し厳密なる校医

の身体検壺を施し、 参拾名内外を一 団とし、 数名の

山が咎·及する状況ではなかったといえよう。

本校職員付添ひ往複数日間の予定を以て登山す」と

記している。

また、 別の所で、「北陸の天地は公天多く殊に冬

季は利i'.互に器され三方辿山に囲まれて此所に住む人

恰も洞中の人の如く慈気振はず」と、 富山県人の1月

鎖性 ・ 保守性を問題にした上で、「高山に登りて天

地の四方に眼を放てば宇宙の広大無限なるに想到す

べし。 此に於いてか吾人の井中の蛙的の大志望は黒

子大と化し決して之に満足すべからざるを知る」と

述べている。 すなわち、 立山登山によって閉鎖性・

保守性を打破し、 立身出世をめざすようになってほ

しいと考えていたことが分かる。 立身出世は当時の

支配的思想であったが、 登山はその思想を伝えるの

に泣適と見られていたのであろう。

また、i立後のところで、「時は大正十 一 年八月心

ある人殊に当校々長辻尚村氏によって登山隊を組織

すべく唱務せられ之に共嗚するもの頗る多く参加申

込殺到せり。 然れども悉くの希望容るる能はずして

余儀なく第一 回立山登山隊の一行の貝数を五十名と

決した。」と記してあることから、 これが最初の立

山登山であることと、 希望者が多かったことをうか

がわせる。

このように、 この立山登山は創校50周年を記念し

て行われたようだが、 校長のリ ー ダー シップが大き

なきっかけになったと思われる。 校長の辻尚村は、

この時期ある雑誌の中で、「余は本務以外に読；1:: と

山登りと文漱と三つの道楽の外には殆んど趣味のな

い男であるが近時は此の三つの道楽は三つとも大陪

辿ざかる様になったせいか何だか自分が小さくなる

様に考へる様になった何とか此の三趣味の復興に努

カしたいと力めて居る」201 と苫いており、 登山を趣

味としていたことが分かる。

じつは、 辻尚村は、 近代登山の先駆者的存在とし

r
/
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て知られる小杉復堂1 11 の門下生で、 小杉と同じく淡

学を専門とし、 小杉の追悼会を計画した中心人物で

もある式小杉から感化を受けて、 登山を趣味とす

るようになったことも充分考えられる。

また、 辻は、 大井冷光と面識があった。 大井は、

明治末期から大正期にかけて、 立山開山の佐伯有頼

の煎話を古いたりして、 子供遥の立山登山を奨励し

た人物である。 その大井の文派の中に、 辻のことが

記されているものがある。 それによれば、 辻は、 大

正 4年に、 五番町児童談話会の会長をしていて、 大

井を談話会の会合に招いている。 大井は、 以前から

この会と関係があって、「現会長辻尚村先生からの

お招きで第七十一回目の会合に出席したが、 さすが

に捩旧の佑のせまつて談話もいっかむすぼれがちで

あった」と記している叫辻は、 大井と面識があっ

たことからも、 子供の立山登山に思い入れがあった

可能性が考えられる。

また、 児筑談話会の会長をしていたことからも推

察できるように、 辻は地域の教脊活動も然心に行う

人物であった。 大正15年には、「辻尚村先生形徳会』

か組織され、 会貝七百五十余名から査金を染めて、

富山市呉羽山公園頂上に胸像が建てられた2.u。 この

ことからも、 辻は、 祐i潔ii'i·庶な人格者として多くの

人々から敬硲されていたことが分かる。 このような

人物であった辻の教育方針は、 強い信頓感に基づい

て受け入れられたことであろう。

ところで、 第1回目の立山登山の詳細は不明であ

るが、「創校五十周年記念雑誌」には次のような記

述が見られる。 横江まで鉄追を利用した後、「下車

するや先に編成せる第一分隊辰竹村園吉氏、 第二分

隊長桁水市正氏、 第三分隊長山田松太郎氏、 会計係

長前川儀政氏、 警衛係並木梢蔵氏、 新田権十郎氏、

邸柏武郎氏は予定の如く一 糸乱れず隊形を整へ笠々

健脚を誇りつつ一歩一歩立岳に近づく。」教蔵貝を

分隊長にして、 まるで未岱範的な軍隊の行軍のようで

ある。 ここに、 この立山登山の本質の一端があらわ

れているのではないだろうか。 この当時はたくまし

8 

い軍人が理想像であったが、 この立山登山に参加し

た児窟は、理想的な児童像を演じているといえよう。

しかし、 この当時の立山登山には他にも特色があっ

たことを見逃してはいけないだろう。

八人町小学校の立山登山は学校行事として継続さ

れた。 また、 当時は社会的にも注目されていたよう

で、 毎年のように新聞に紹介された。 その記事から

内容を見てい＜ことにする。 大正13年には、 校下:{j'

年団も含め 52名が、 4人の男性教員と1名の女性教

具に引率されて立山登山を行った。 この時、 児筑の

能力や体力や経済事梢などを考磁して、 他に臨海教

育や呉羽山での林l
・
m学校など多彩なプログラムも用

意されていたことが注目されるお1 。 体力の弱い児登

には、 臨海教育や林問学校が計画され、 健脚の児並

には立山登山が計画されていたのである。 立山登山

だけが特別に行われていたわけではない�61 。 また、

女性教貝が引率者に加わっていたことも注目される

（写真3)。

大正14年には、 26名の児箪が3人の男性教員と1

名の女性教只に引率され、 7月21日から3泊4日の

日程で立山登山を行った。千垣駅まで鉄迫を利用し、

八郎坂を登って弘法茶屋で1泊目、 暴風雨に苦しみ

ながら室堂で2泊目、 依然媒風雨の中を雄山登頂を

果たして立山温泉で3泊目、 翌日夕方、 全貝が無事

に帰宅した。 その際頂上で、 両陛下摂政宮同妃殿下

の万歳を三唱した弐

大正15年には、 尋常6年および男女邸等科生約50

名に、 3人の男性教貝と2人の女性教貝が引率して

行うことになった。 また、 雄山から別山まで縦走す

る計画となった。 尋常6年や女の記j等科児墜を加え

たり、 縦走を企てたりなど、 計画が進展していたこ

とが注目される叫この年は悪天候が続いたので、

実際にこの通り実施されたかどうかは不明である。

その後数年は不明であるが、 昭和4年に、 児巫20

名が2人の教員に引率されて立山登山を行っている気） 。



i'は木三郎／学校教育における立山登山の歴史

写冥2 明治45年7月25日の立山登山を記した記録。
（東水楼尋常嵩等小学校沿革史第3号）
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3.2 星井町尋常高等小学校の立山登山

星井町尋常;·::j等小学校は、 大正13年から立山登山

を行うようになった。 立山登山を行うようになった

経綽は不明である。 しかし、 この年から男子の高等

科が設岡されていて、 窃山市内で同じく男子高等科

をもっている八人町小学校ですでに行われていたこ

とが彩評しているのではないだろうか30)。

ところで、 星井町小学校の立山登山の内容はどの

ようなものだったのだろうか。 沿革史には大正13年

7月20日の欄に「本日ヨリ四日間ノ予定ニテ職貝四

名児煎拾四名立山登禁ヲナス」と記されている:;1 。

当時の新聞は、「星井町校生立山征服 女生徒も交

って」という見出しで、 引半した女性教貝の談話も

入れて記事にしている。 それによれば、 千垣駅で下

_1:ji. 後、 桑谷小屋で1泊目、 雄山・浄土山を踏破して

至棠で2泊目、 五色ヶ原を廻ってはj山梢物を研究し

て立山温泉で3泊目、 4日目下山という日程であっ

た。 ーの越から雄山頂上までランニング競争して、

吟六の児童が第1滸で女性教貝が策3沿だった。 ま

た、 予定では3日目は松尾峠から立山温泉へ下るこ

とにしていたが、 ー 同は余りに元気旺盛であったの

で予定変更して五色ヶ原へ廻ったJ:!) (写哀4)。

この記事には注目すべき点が3つある。1点目は、

邸等科の男子児党が主ではあったが、 尋常小学校の

児筑や女子にも登山をさせていたということであ

る。 この点では、 八人町小学校よりも早い取り組み

であったといえよう。 2点目は、;·:.�山植物の観察に

時間を取ったということである。 科学教育の視点も

あったということである。 3点目は、 元気さが強調

されていることである。 登山の常識からすれば、 一

の越からのランニング談争は危険な行為として非難

されるべきであろうが、 元気さを示すことが重要だ

とされたということである。 元気が余っていたから

五色ヶ原まで足を伸ばしたというが、 これも筒箪な

ことではない。 これらは、 他脚を証明することがこ

の登山の主目的だったことを示しているのではない

だろうか。

10 

大正14年も同じ日程で行われたが、 人数は30名と

なっている331。 大正15年には、 40余名の児筑が4日

間の日程で立山登山を行った。 当時の新聞は、「本

年11歳の少年」、 すなわち尋常5年の児党も参加

したと記している。 また、 引率教員の談話として、

「三の越では石エ数名が目下熱心に束宮殿下御歌椋

建設に努力していた。 われわれ一行はこの御歌栢の

詢で芦塙らかに山の孟気をあびながら自啓歌を悩＜

さけんだ」と記している311 。「東宮殿下御歌椋」と

は、 大正14年1月の歌会始に、 皇太子（後の昭和

天塁）が、「たて山のそらに究ゆるをヽしさになら

へとぞ思ふみよのすがたも」と詠んだことを記念し

て、 富山県が立山に作った歌椋柱のことである。 こ

の歌は、 皇太子が陸軍大演習続監のため甘1j年に米県

した際、 立山の娯観に感咬して泳んだといわれてい

る。 品井町小学校の児墜たちは、 その建設途中の現

楊に出会ったのである。 また、 自啓歌とは、 星井町

小学校で制定された歌だと思われるが:):;)、 歌椋柱の

前で歌っていることに注慈する必要があろう。 この

当時は忠君愛国が教育の基本であったが、 この児煎

たちは、 天皇に対して、 品井町小学校の校範生を演

じたのである。 これが、 翌年になると、 もっと鮮明

になってくる。

昭和2年のときには、 今までと同じ日程で50余名

が参加した。当時の新聞は、引率教貝の談話として、

「三の越で御歌椋柱の直
―

l前で敬礼をなして雄山のテ

ッペンで「たて山の… 」の御歌を大栢辺II 祁の斉頭で

声蒻らがこ謹唱した時ほど崇邸な観念に打たれ、 且

つ愉快なことはなかった。 立山の御歌を頂上で五十

幾名の団体が硲唱したのは恐らく私共を以て泣初で

ありました」と杏いている叫つまり、 立山は、 昭

和2年に天皇の歌椋柱が設四されることによって、

天皇への忠減を示す格好の場所となったのである。

3.3 2 つの学校登山の共通点

どちらの学校も、 窃山市の中心地域の高等科を有

する小学校である。 何故、 そういう小学校で、 立山



登山が行われたのかを考えてみたい。 まず、 どちら

も泣初は主に硲等科の男子を対象としていたが、 当

時の窟山市内での高等科はどのような存在だったの

であろうか。 当時、 高等科進学志頻者は培加しつつ

あったが、 富山県の取り組みは遅れていた。 吟常小

学校に高等科を併骰することが進められたが、 大正

12年度末の盆山県における邸等科の併岡状況は次の

ようであった。

高等科併四率 全国平均 89.94%

i'�� 等科併1,•7:率 富山県 35.48% 

このように、「本県における邸等科の併i筏状況は、

全国的に見ると決して飯位ではなく、 むしろ蚊劣位

に位骰していた」叫つまり、 邸等科は、 全国的に

は中等学校へ進学できない大多数の子供が行く所に

なりつつあったが、 富山県ではまだ、 希望者の一部

しか入学できず、 どちらかといえば裕福な家庭の子

弟しか行けない所であった。 そして、 当時の中等学

校への入学はもっと狭き門であった。

このころの高等科の児逆について、 当時の星井町

小学校校長の菊盛永造は、 次のように述べている。

「尚i'�:i等科入学児墜は一般に成組が余り思わしくな

い、 之れは私の学校のみならず、 全国同ーの傾向で

あらうと思ふ。 それと云ふのは、 尋常科卒業生の條

等生は大方中等学校に進み、其落伍者か然らざれば、

多く中以下の成紐のものの梨りでありますから、 当

然成紙の良くないと云ふことであらうと思ひます

・・・」岱）。 すなわち、 このころの富山市の高等科は、

中等学校に進学できないが、 義務教育だけでは満足

できない大衆上陪の児究が進学するところであっ

た。中には、 大きな挫折感を抱いている児童もいた。

そのため、i',ふ等科では、 いかに児箪の意欲を高める

か、 立身出世の歩を持たせるか、 が大きな課題だっ

たのである。 特に、 中等学校を有する都市部の高等

科ほど、 そういう傾向があったと思われる。

教育学者の広田照幸氏は、 その著苫『日本人のし

つけは衰退したか」の中で、 昭和初期まで、「｝此村

でも都市でも、 多くの殺たちはしつけや家庭教育に

祈：j木三郎／学校教育における立山登山の歴史

必ずしも十分な注慈を払っていなかった。 村では、

しつけや人間形成のさまざまな機会は、 近隣や親

族 ・ 若者組など大きなネットラ一クに拡散的に埋め

込まれていた。 都市でも、 下思から庶民倍にいたる

広い）名で、 家族という単位自体が不安定で流動的で

あったし、経済的・時間的余裕の少ない殺にとって、

子供のことはなおざりにされがちであった。」 3�) と

し、 大正期になって都市に住む盆裕で教養のある新

興努力、 すなわち縣門職や官吏．俸給生活者なとの

新中問野の殺の問で、 教育へのI渕心が高まつてきた

と述べている-IOI。 この説に従えば、 富山県の中では、

まず富山市内で教育への閃心が高まったと考えられ

る。

大正期になって全国的に教育への1月心が邸まった

が、 特に富山県では、 大正新教育迎動が和極的に展

開され、さまざまな教育実践が籾力的に試みられた。

そういう中で、 都市部の高等科の教員迄が、 希望や

目椋を失いかけた児窯の意欲を今一度布い立たせよ

うとして計画したのが立山登山であったのではない

だろうか。浩然の気を投い粘神を鍛錬するとともに、

当時理想とされた軍人の査質である「たくましさJ

をも身につけてほしいと考えたのではないだろう

か。

大正期以降、 たくましい身体と1建全な栢神を育成

する ためとして、 スポ一ツが盛んに奨励された。

1913 (大正2)年、 文部省は、 初めて『学校体採教

授要目』を公布し、 学校体育の方向を具体的に示し

た。 その中で遊技としてバスケットボールやフット

ボール等が採用され、 体育教材の中にスポ一ツ的要

索が祢入されるとともに、 正諜外に奨励すべき遊技

として、 水泳・ ロ 一 ンテニス ・ ベ 一 スボール ・角カ

などと並んで登山が加えられた。 このことと当時の

登山ブ ー ムが相まつて、 中・i均等学校の生徒のl�Jに

登山が広まった。 中等学校と同年齢の児窟を教育す

る小学校高等科の教貝の中には、 高等科の児党にも

登山を経験させたいと思う者もいたであろう。

しかし当時は、 一般大衆の教育とエリ ー ト1癸成の

11 



富山県（立山tf物館］研究紀！災 第11号· 2004年3月

教育が全く切り離された複線型の教宥制度であっ

た。 小学校と中・高等学校では教育方針も辿ってい

た。 小学校では、 忠君愛国の逆徳教育が俊先された

が、 登山においてもその教育方針が反映された。 こ

の時期の小学校登山は、 スポ 一 ツとしての楽しみの

側面や、 高山植物の観察に見られるような科学教育

の側面や、 立身出世を教える場でもあったが、 忠君

愛国思想を教える楊でもあった。 特に、 皇太子（の

ちの昭和天皇）が「立山の御歌」を詠んだ頃から、

いっそう軍国主義化が進み天皇への忠誠が叫ばれる

ようになったこともあって、 立山は天豆への忠誠を

示す格好の楊所となった＂）。立山登山をする児究は、

忠君愛国を実践する理想的な児究として見られるよ

うになったと考えられる。

3.4 その後の小学校登山

昭和初期になると、 窃山地区を始め、 いくつかの

小学校でも立山登山を行うようになった。 四方吟常

翡等小学校（現富山市立四方小学校）では、 昭和3

年に身体強健なる高学年の男子数名が、 百年団貝十

余名とともに4人の教貝に引率されて、 3泊4日で

立山登山を行った。 1日目は弘法小屋泊、 2日目に

獅子が必を経由して雄山 ・ 別山を登って室滋泊、 3 

日目は五色ガ原を通って立山温泉泊、 4日目に帰校

している。 以後数年継続された12)。 西田地方尋常高

等小学校（現富山市立西田地方小学校）では、 昭和

5年に、 尋6 ·i'�:j 1の男子児童の有志が6名の教只

引率の下に立山登山を行った 1
31 。 西田地方小学校の

場合は、 昭和4年秋から蒻等科を設骰したことがき

っかけになったと思われる。 また、 五番町尋常悩等

小学校（現富山市立五番町小学校）が昭和6年に、

中新川郡音杉尋常高等小学校が昭和7年に、 それぞ

れ立山登山を行っている_,_,,。

その後しばらくおいて、 祉山師範付屈国民学校

（現-.�r山大学教育学部附／函小学校）で、 国民学校の

時代に、 初6と邸2の児．↑約が立山登山を行っている

,:;。 水柏西部国民学校（現窃山市立水柏西部小学校）

12 

では、 昭和17年から砂等科2年男女の希望者で、 男

女別に立山登山を行った•l61。 高野国民学校（現立山

町立記j野小学校）では、 昭和17年に記j等科 1年が学

校田収益金で立山登山を行っている171 。 このように、

昭和17年にいくつかの例が見られる。 その理由とし

ては、 太平洋戦争が始まつて山頂の雄山神社に戦勝

祈願をする事例があったことや、 勤労奉仕による収

益金があったことや、「健民述動夏季心身鍛練実施

要項」「国民学校体練科教授要項改正」などに見ら

れるように心身体力の錬成向上に関する示達が出さ

れた•lSI ことが関係していると考えられる。

3.5 この時期の小学校登山の進展を阻んだもの

この時期の小学校登山は、 実施校も少なく、 実施

している学校でも参加者は極めて少なかった。 その

主な理由としては、t'i用がかかったことと、 危険が

大きかったことが考えられるだろう。 しかし、 昭和

初期には、 卒業記念をかねて費用を長期にわたって

籾み立てて、 伊努神宮への参宮旅行を行う小学校が

多かったことを考えると、 役用の問題よりも危険性

の問題の方が大きかったと思われる。 実施する小学

校ではいずれも、 厳格な健康診断を実施して、 身体

強他な者を少数だけ遥んでいるが、 これは少しでも

危険を回避しようとしてのことだろう。

では、 実際に、 どのような危険性があったのだろ

うか、 その1例を紹介したい。 昭和6年7月、 祉山

市長が立山を視察した際に小学生の一行に出会った

が、そのときの市長の感想が当時の新llrlに出ている。

その中で市長は、 市内の小学生15名と2名の引半教

員が、 山小屋が満員のため宿泊を拒否されようとし

ていたので、自分が交渉に入って難を逃れたという。

子供の中には寒気のため姦えていた者がいたとい

う。 市長は、 小学生の立山登山は媒挙だと非難し、

称名沌までの日婦り程度にすべきだと主張しているや）

（写兵5)。

このころは、 立山への登山者が急培し、 山小屋が

満員になることもしばしばであった。 山小屋に入る



ことができても、 横になることもできないこともあ

った。 これでは、 体の疲れも取れず、 大変危険だっ

たであろう。 昭和5年8月の新聞には、 近年、 県外

登山者は激増しているのに県内登山者は激減してい

ると記されている。その原因を、事梢通の説として、

宿泊科が高いことと宿泊所の不倫快を痛感している

からだとしているj()I 。 この当時、 立山では宿泊所の

,·::; 木三郎／学校孜介における立IIJ登Lilの歴史

問題が深刻だったことが分かる。

この時期は、 ガイドを1面ったであろうから、 緊急．

時の対応は何とかできたであろうが、 宿泊所の不足

は、 学校登山に危険をもたらす最も大きな問題であ

ったのではないだろうか。 宿泊楊所が充分確保でき

ないこともあって、 規校を小さくして実施せざるを

得なかったのであろう。

4 太平洋載争後の立山登山

太平洋戦争後、 義務教育年限が9年問となり、 小

学校の6年間と中学校の3年間の、 いわゆる六三紺lj

となった。 蒻等科に行くべき年齢の子供は、 新制中

学校に行くことになった。 そういうこともあって、

立山登山は、 新制小学校で行われるところもあれば

新制中学校で行われるところも出てきた。 太平洋戦

争後の早い時期から、 小・中学校で立山登山を行う

ようになったが、 交通椴l剥や宿泊施設の整備に伴っ

て、 その内容は大き＜変わっていった。 そのためこ

の後は、 昭和20年代、 昭和30年代、 昭和40年代以降

に区切って、 その変造を見てい＜ことにする。

4. 1 昭和20年代

昭和20年代の早い例として、 まだ新教育体制にな

る前の昭和21年に、立山登山を行った小学校がある。

水柏中部国民学校、 立山登山を披初に実施した束水

拾母常高等小学校の後身である。「沿革史』に、「七

月二十一日～二十三日 立山登山六年男子」とだけ

: , 1 1: かれている。 この年から校辰が堀田竹二になって

いるが、 この人物は明治45年の登山のときに引率教

只であった 1 人である。 なつかしの小学校の校長と

なり、 敗戦で意気消沈している子供たちを元気づけ

たいと思ったのであろうか。 明治45年のときとの辿

いは、 日程が短くなっていることと、 6年男子とな

っていることである。 また、 この後継続して行われ

た様子はない。 同校が立山登山を継続して行うよう

になるのは、 昭和33年からである叫

昭和24年7月には、 窃山市立愛宕小学校が、 特別

に希望者を硲って立山登山を行った。 6年生の保設

者が主体となり、参加児窯は男子11名・女子 4 名で、

職只6名が同行した。 粟巣野駅から歩き、 1日目は

八丁坂を経由して天狗で宿泊、 2日目は雄山と地瓜

谷を巡って天狗で宿泊、 3日目は天狗から八丁坂を

経由して帰校している。 登山の準備として、 呉羽山

まで毎日、 歩行;;!II練を続けたという。 その後、 低地

の林間学校を継続し、 立山登山を中断していたが、

昭和36年から林l罪］学校をやめて立山登山に切り替え

た弐この例では、 保設者が登山中のリ ー ダ ーとな

っていることが注目される。 登山に熟綽した保設者

がいたために計画されたのであろう。 その後、 リ ー

ダ ー となる人物がいなかったために祗続されなかっ

たのだろう。

この2 つの:事例からも分かるように、 この時期に

立山登山を行う小学校はあった。 しかし、 粟巣野か

らの徒歩のために大変な体力を要したことと、 まだ

戦後まもなくで経済的に苦しく役用を出せる家庭も

少なかったこともあって、 実施した学校は少なく、

しかも実施したとしても極めて少数の児笙しか参加

できなかったようである。 また、 歩くル ー トが長い

ため、 登山に熟練している引率者がいないと実施で

きなかったようである。

また、 中学校の例としては、 まず、 富山大学付屈

中学校が、 遅くとも昭和27年から昭和31年の間、 2 

年生を対象にして立山登山を行ったjJ' 。 同校で、 引
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率教貝の中心として活躍したのが、水井謹作である。

水井は、 ー以の立山及び剣岳登山で10回以上生徒を引

率して、 1人も落伍者を出さなかった登山のベテラ

ンであったが、 某雑誌でその体験談を記している。

昭和28年には、 約90名の中学2年の男女生徒を引率

して、 第1日目は地拭谷で宿泊、 第2日目は雄山か

ら縦走して別山乗越で宿泊、i.凶終日は大日尾根廻り

で姑校したという。 また、 昭和27年の狛団登山で悪

天候に見舞われた苦労活も記している。 ところで、

その雑誌で、 生徒に登山を体験させる理由として、

「私は英詩人プレイクの「山を愛する人は人を愛す

る善人である』と云う言葉を今以て信じております」

と記し、「山によって一 歩 一 歩と柑国に磨かれて行

き、 鍛えられて行く体力と魂、 けいけんな心と、 美

しく澄んでい＜魂、 努力のあとにあたえられる忍み

と、 それから生ずる愛佑と生命に対する自信を若い

世代に与えたいものです」と記している。そのため、

水井は、 引率者が「生徒に靴ずれを起こさしたり、

帰宅後足腰がたたぬようにすることは、 登山を苦痛

と考えるように誘祁していることになります」とし

て、 きぴしく戒めている叫ここには、 以前の忠君

愛国や鍛錬のための登山などとは全く辿う、 新しい

登山思想が見られる。

証山市立芝園中学校も、 昭和20年代の早い時期か

ら立山登山を実施している。 同校の藤幽良ーは、 昭

和27年から昭和38年まで毎年―以に生徒を引率して立

山登山を行った。 藤位は、 同校の記念誌の中でその

回想を記している。「登山の本当の苦しみと：必び、

楽しみを味わせたい」と思って、 ケ ープルがついた

あとも2. 3年は八郎坂を登った。「例年落伍者が

5. 6名は出た。 そこでいよいよ先生方の体力が試

されたものである」と記していることから、 教貝た

ちは、 そういう生徒を介助しながら登ったようであ

る。 地紘谷の小屋に泊まったときは、 みんなで枯木

や枯枝を拾ってきて、「キャンプファイヤ 一 をやり

歌声が二、 三千米級の山々にこだまして大いに浩然

の気を投い青春をi世歌した」という,5)。 教員の負担

14 

は大変だったろうが、 教師自ら楽しんでいた様子が

伝わってくる。

これらのように、 この頃から立山登山を継続的に

行う中学校があった。 しかし、 どちらの例でも、 生

徒の体調を保つことに苦労しており、 すぐれた引率

者がいたから可能だったといえよう。 中学生でさえ

この様子なのだから、 この時期の小学生の立山登山

はもっと困難なものであったであろう。

4.2 昭和30年代

昭和30年代になって、 怠速に交通機関の整備が進

んだ。 まず、 昭和29年に千寿が原と美女平問のケ 一

プルカ ー が開通したのを先駆けとして、 昭和30年に

ぱ心鉄窃山と千寿が原（現立山駅） II\Jの直通が完成

するとともに、美女平と弘法の,�1にバ スが ,m通した。

昭和33年の9月には、バ スが弥陀ヶ原まで1非］通した。

こうして、 昭和33年秋には、 弥陀ヶ原まで交通機関

を利用して来ることができるようになって、 立山主

蜂への日婦り登山も可能となり、 登山の大衆化が忽

辿に進んだ。

宿泊施設については、 国民宿舎立山荘が、 昭和33

年 8月20日から営業を開始した。 この施設は、 窃山

県PTAの寄付金と駆生年金滋資で作られたもの

で、 当初は280人余りの宿泊能力を持ち、 限内の

小・中・祐:j校生は割安で宿泊できた。 このように交

迎機関と宿泊施設が整備されたことによって、 昭和

3 4年以降、 小・中学校の団体登山が急増した。

小学校では、 6年生の宿泊学習が重要な行事とし

て位�ri:づけられていたが、 昭和30年代半ばに大きな

問題を抱えていた。 というのは、 昭和30年代半ばに

6年生になる児:?iては戦後のペビ ープー ムに生まれた

子供たちで、 どの学校でも6年生の児党数が多かっ

た。 そのため、 宿泊場所を確保することが大変であ

った。 それまで立山には多人数を宿泊できる施設が

少なかったために、 小学校の宿泊学習を行う楊所と

しては適していないと考えられてきた。 しかし、 立

山荘が完成したことによって、 小学校の宿泊学習を



立山で行うことが容易となった（策l表）。

第9表 立山荘の7, 8月予約状況
（昭和34年7月18日、 北日本祈llfJ記事より作成）

日時 学校及ぴ人数

7. 19 射水郡浅井小学校100人

7. 21 射水郡大島小学校120人

7 . -?? - 束砺波郡中田小学校103人• 西砺波郡梨醐小学校87人
-I .  ッ')J" 沿川市西加積小学校70人・ぶ'j岡市牧野小学校100人

7. 24 富山市新庄小学校300人

7. 25 富山市新庄小学校300人

i. 26 腐山市萩浦小学校230人

7. 27 富山市柳町小学校386人

7. 28 露山市奥田小学校300人

7. 29 富山市安野}�小学校200人

7. 30 上新川郡大久保小学校100人

i. 31 話山市堀JII小学校380人

S. 1 、畠山市奥田中学校30人・富山市奥田小学校150人

S. 3 富山市西田地方小学校340人

S. 4 富山市西田地方小学校340人

8 . 5 富山市奥田中学校71人・富山市山至小学校220人

8 . 6 貨山市鎚） II小学校150人

s. 7 富山市五番町小学校150人

S. 10 富山市拉井町小学校1S0人

S. 11 如｝負郡辿星小学校200人

8. 12 富山市八人町小学校262人

S. 17 射水郡小杉小学校50人

S. 19 中新川郡水柏中部小学校190人

S. 22 富山市大広田小学校150人

S. 27 富山市束合[I小学校315人

※-'�-品の表は、 県内の小中学校分だけを取りだして作成した
ものである。

小規校な小学校の中には、 室堂や地紘谷付近の山

小屋に宿泊して、 雄山登頂を行う小学校もあった。

例えば、 城端小学校は昭和34年に第1回の立山登山

を行ったが、 1日目に地猿谷の孟 、1以荘まで歩き、 翌

朝頂上を目指した。 疲労度の激しい者数名は一の越

に残した叫しかし、 このような小学校は少なかっ

た。

立山で宿泊学習を行う小学校の多くは立山荘を利

用したが、、 大半は、 林間学校と称して、 弥陀ヶ原

付近を散菜したり、 迫くても地獄谷や室堂平あたり

まで往復するのがほとんどであった。 立山荘のある

弥陀ヶ原から雄山登頂を行うには、 距離が長すぎた

翡木三郎／学校教介における立LI」登山の歴史

からであろう。 しかしそれだけでも、 小学生には大

変な感動を与えたようである。 そういう小学校のひ

とっであった富山市立東部小学校の宮田正義は、 某

雑誌に手記を載せている。それによれば、 1日目は、

立山荘に到済後、 美松荘によって昼食をとり、 天狗

平に向かう者と立山荘に帰る者に分かれて行動し

た。 2日目は、 旧哄火口（立山カルデラ）を見学し

た後、 写生をして帰校した。 その手記からは、 児童

たちが、 天狗平からの浄土山の山容や弥陀ヶ原から

の夕日と夜屎に感動している様子や、 楽しそうに写

生している梯子が伝わってくる尻

立山荘で宿泊学習を行う小学校の中には、 少数で

はあるが立山登山を行う小学校があった。 その 1つ

が、 射水郡の大島小学校であった。 同校では、 昭和

34年から6年生が立山登山を行うようになった。

「当時、 山に詳しい職員（泉田昭夫氏）の指埒立案

で、 全職貝あげて計画を練り上げた。 登山の事前調

査に『体カテスト』『健康診断』を行い個人のカル

テを作った。 グランドでトラックの10周できる体カ

があるか、 階段の昇降をくり返して脈拍異常が起こ

らないか、 主に体力と心臓異常をみることと、 校医

の内診をもとにして、 グルー プ作り、 コース決定を

した」。 このように、「児究の能力差、 男女差を考え、

健康第ーの柔軟な計画を実施」した。 1日目は、 立

山荘に沿いてから、 付近で自然観察をするグルー プ

と地獄谷を見学するグルー プに分かれて行動した。

2日目は、 A班（男子のうちで健康で脚力のある者

で編成）は、 雄山登頂を果たした。 B班(A班に入

らぬ男子と女子のうち身体強健な者）は、 ーの越ま

でを往似した。 C班(B班の女子以外の女子と男子

で病翁や病気の者）は地駄谷までを往似した。

この行事が、 昭和36年に大きな事件となった。 こ

の年の登頂日程は、 第l日目にlljり天ならば、 その日

のうちに登頂することになっていた。（前の年は、

第l日目がB甘天だったにもかかわらず、 登頂を第2

日目に予定していて、 雨のため登頂できず、 子供た

ちも大変残念がったので、 今年は何とか登頂させた
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いと領って、 このような日程にしたということであ

る。）夜の8時過ぎに、「弱い子供約30名を宿舎に残

し、 残り全只、 無事登頂を終えて、 午後6時宿舎に

沿いた」との連絡があったが、翌朝の北日本新ll廿に、

「小学生としては無理な登山社画である」との批判

記事が掲載された（写兵6)。 記事に誤りがあった

ため、 新聞社側が謝罪して終わったらしいが竺小

学生の立山登山のあり方に問題を投げかけた事例と

いえよう。

このように、 この時期の小学校登山の特色として

は、 林間学校として立山に来る小学校は増えたが、

内容は弥陀ヶ原や地獄谷・室堂平などを散策するこ

とが多く、 登頂を目指す小学校はまだ少なかったと

いえる。 そして、 登頂を目指す小学校では、 早い時

期からの体力づくりなど、 万全を期してかなり用意

周到な準価をしているが、 それも有慈義な教育活動

と考えて取り組んでいたことが分かる。

ところで、 立山登山者の培加を反映して、 北日本

新聞では、 昭和34年から毎年夏季、 地獄谷の雷島荘

に臨時通信部を設爵して、 立山の登山状況をほぼ毎

日「立山だより」という欄を設けて紹介している。

それを調べると、 この時期は小学校だけでなく、 多

くの中学校やM校でも立山登山を行っていることが

分かる。 このことも、 この時期の特色といえるだろ

う。 そのなかで、 昭和36年の「立山だより」で紹介

された小中高校名を次に記しておく （第2表）。

第2表 昭和36年の北日本新聞「立山だより」欄で、 登山をしたとして紹介された小中商校名一欄

小 学 校 中 学 校 硲 校

7.16 般若中学校

71S 大島小学校 立山中学校、 八尾中学校

7.21 戸出中学校 雄山邸校、 井波翡校

7.23 四方小学校 大久保中学校 富山女子沿j校

7.24 水柏町上条小学校 大久保中学校 桜井j•,':j校

7.25 西加秘小学校 芝園中学校、 山室中学校、j•,':j岡西部中学校 硲岡女子沿j校

7.26 城山中学校、 山室中学校、 西1111栢中学校、 i•::;1;·, 杯：j校、 八尾;,:;j校、 伏木;•,●：j校、 砺波泊j校

岩瀬中学校、 小杉中学校、 沿川中学校

7.2S 杉Iふ［中学校、 上束中学校、 野栢中学校、 私立窃山女子高校、 不二越j•2;j校

白脱中学校

7.29 奥田小学校

7.30 大門中学校 砺波邸校

i.31 山室小学校 堀） II中学校、 三成中学校、 五位中学校

8. 1 堀川小学校 月岡中学校、 大J·"J中学校、 大呆中学校、 翡岡裔業祐'i校

奥田中学校

8. 2 大広田小学校 奥田中学校

針原小学校

s. 3 只羽小学校 租合中学校

s. 4 和合中学校、 桜井中学校 砺波女子i','.;j校

8.10 伏木中学校 県富山女子泊j校

8.12 伏木古］付小学校 令，ilil,J中学校

8.13 迩川小学校

S.14 下関小学校

※人数はほとんど不明である。1:.�校では祁活動としてきている学校もあると考えられる。
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中学校では、 山好きな教員が中心となって、 希望

者を硲染して実施する揚合が多かった。i立初は少 な

い人数から始めて、 しだいに大半の生徒が参加する

行•]J:に発展していった場合が多かった。 例えば、 M

岡市立広陵中学校では、 昭和30年代初頭には、 全校

生徒より30名から40名以内の希望者を硲狛して、 健

康診断で許可された生徒を対象に、 立山登山を実施

している,!)I 。 記j岡市立志伐野中学校の楊合は、 山好

きな校長の発案で昭和38年から立山登山を実施する

ようになったが、 1回目の参加者は4 6名だった。 そ

れが昭和4 3年には、 2年生の6割に近い218名が参

加するまでになったという00) 0 

4.3 昭和40年代以降

昭和39年6月に美女平と室堂1月の自動単迫路が全

線閲迎し、 バスの巡行がI,り始された。 これによって、

富山市から室幽まで、 乗り物を乗り継いで3時間で

到達できるようになり、日伽り登山が容易となった。

小学校の立山登山も培加し、 室棠から立山を目指

して歩くようになった。 そして多くの児滋が、 立山

登山を小学校生活で泣も印象深い行事のひとっとし

て挙げ、半菜文集にその感想を魯くようになった叫

その感想には、 ①自然体験の感動（自然の美しさ ・

雄大さ・厳しさなど）、 ②達成感・自分への自信獲

得、 ③助け合いのすばらしさ．友佑の深まり、 ④体

力の向上（準備段階も含めて）⑤マナ ー の学習 ⑥ 

郷土愛や珠桜への 1児心向上、 などに関するものが多

ぃ。 立山登山の目的が、 児笙にしっかり伝わってい

ることが分かる。

しかしやがて、 立山登山を取りやめる学校が出て

きた。 特に、 中学校や邸校で、 それが顕箸に見られ

た。『冨山市教育委貝会五十年史Jには、 中学校の

共同宿泊学習の変造について、 次のように記されて

いる。「中学校においても、 小学校同椋、 共同宿泊

学習は長い問林問学校として、 夏季休業中に行われ

ていた。 …昭和40年代に入り立山登山をする学校が

減り、 近県の高原等へ行く傾向が増えた。 … 自然に

i'.':j木三郎／学校教-
(

fにおける立LL! 登山の歴史

触れることを主眼とし、 登山やハイキングが多かっ

たが、 時代を経るにしたがつて、 修学旅行の練習も

かねて、 途中に高山や金沢などで班別学習を行う学

校が増えてきた。 立山登山を日帰りとして一時的に

復帰した学校も60年代に見られた」。

中学校で、 立山登山を行わなくなった理由として

は、 2つ考えられる。 まず1つは、 夏休みに部活動

での対外試合などの行事が多くなって、 立山登山を

行う余裕がなくなったことである。 もう1 つは、 辿

足や共同宿泊学習などの学校行事が、 生徒が自ら企

画して実施する方向へJりJいていったことである。 そ

の結果、 さまざまな教育活動に対応できる施設や観

光地での宿泊学習が増えていった。 現在では、 中学

校で立山登山を行っている学校はほとんどないとい

うことである。

小学校でも、 立山登山を取りやめる学校が出てき

た。 その理由としては、 まず第1 に、 実際に立山登

山を行うことで、 さまざまな困難が明らかになった

ことである。 例えば、 天候が変わりやすいために、

予定が狂いやすく、 また健康笠理も難しいことなど

である。 第2 に、 登山者の急培によって立山での団

体行動が困難になる一方で、 さまざまな教育活動に

適した宿泊施設が数多く作られたことである。 例え

ば、 射水郡の大品小学校は、 立山登山では林間教育

の重要な目的である「… 彩食を共に、 集団生活のき

まりを…」を果たせないとして、 昭和4 5年から「有

峰i炉少年の家」で宿泊学習を行うようになった心＇ 。

しかし、 しばらく中断した後、 復活する学校も出

てきた。 例えば、 高岡市立定塚小学校は、 昭和41年

から昭和50年代まで立山登山を行っていたが、 一時

期、 少年自然の家などでの宿泊学習に代えた。 その

後、 立山登山を復活させようという声が強まり、 平

成元年から再び行うようになった。i序切バスで室棠

に到沿後、 天候の真合にもよるが1 日目に雄山に登

頂、 2日目に室堂散策という日程で活動している叫

高岡市立t母労小学校も、 昭和5 6年からしばらく中止

していたが、 実施を要望する声が強くなり昭和59年
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から復活したし"'。 また似活する際に、 PTAが実施

主体となり学校側が協力するという形をとる小学校

も増えた。 これは、 学校側の負担を軽くして、 立山

登山をしやすくするためであろう。 日帰り登山が可

能になったことも、 登山復活のきっかけになったで

あろう。

泣近では、「総合的な学習の時間」の一哀として

立山に関わる事柄を学習し、 その仕上げとして登山

を実施する小学校も出てきた。 また、 窃山県教育委

員会が平成11年から「12歳立山夢登山」を実施して

小学生の立山登山を奨励するようになって、 立山登

山を行う小学校が増えたともいわれている65)。

昭和40年前後に怠増したのは、 明確な教育的意義

に払づいて行われたというよりも、 交通の発達によ

って立山が観光地として脚光を浴びてきて、 周囲の

学校がやっているからという‘必囲気に流されて行わ

れた側面が大きいのではないだろうか。 その後減少

したのは、 その安易な実施による問凶点に気付いた

からであろう。 実際、 この時期には立山への登山者

が急培し、 交通機関も宿泊施設も立山山頂付近も収

容能力を越えるほどになって、 とてもまともな登山

ができる状況ではなかった。 しかし、 最近また小学

校登山が増加しているのは、 秘極的に教育的慈義を

見直し、 実施の方法を工夫するようになったからで

あろう。

おわりに

小 ・ 中学校の立山登山は、 山好きな教只と理解あ

る保設者の協力によって行われてきた。 そこには、

様々な教育的慈義への確信があった。 立山登山は、

太平洋戦争以前には、 スポ 一 ツとしての楽しみの側

面や、 ;•,':j山梢物の観察などの科学教育の側面もあっ

たが、 当時の中心的な教脊理念であった立坊出世や

忠君愛国の籾神を教える側面もあった。 戦後になる

と、 そういう迫徳教脊の側面から 1井］放されて、 登山

を楽しみ、 登山のすばらしさを体験させるために行

われるようになった。 立山登山には、 それぞれの時

代の宜山県の教脊の特色が、 かなり色涙く映し出さ

れているといえるのではないだろうか。

また、 立山登山の仕方は時代とともに変化してき

たが、 以前の登山にも目を向ける必要があるのでは

ないだろうか。 明治末期は4泊5日で、 大正期から

昭和初期にかけては3泊4日が多かった。 歩行距離

が袋く、 今よりもはるかに大変であったにもかかわ

らず、 別山まで縦走したり、 五色ヶ原で沿i山梢物を

観察するなど、 活動内容は数富であった。 また、i立

後に立山温泉に泊まつてくる楊合が多かったが、 こ

れは大きな楽しみであったであろう。 現在は、 交通
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の発達によって日帰り登山もできるようになった。

しかし、 そのために雄山登頂だけという単純な活動

内容になっている場合もある。 これで立山の魅力が

分かったと思わせていないだろうか。

一時期、 立山登山を実施する学校が減少したが、

泣近また、 増えてきたといわれている。 教育的滋義

が見直されたためだと思われるが、 今後はその効果

を厳密に検証してい＜べきであろう。 そこで、 その

條れた1例として、 窃山市立堀川小学校の久田潤教

諭の教育実践記録を紹介したい。

堀川小学校では、「努力すれは
＾
その目椋をやり遂

げた充実感が得られるのが立山登山の醍醐味であ

る」との考えに基づいて、 以前から立山登山を行っ

てきた。 そこで今回は、「子供たちとともに、 立山

登山のめあてを次のように設定した。 すなわち、 〇

大自然のすばらしさを体いっぱい感じるとともに、

厳しい条件の中で、 がんばろうとする自分の姿をみ

つめる。 0 「立山縦走jという目標に向かって粘り

強く活動を進め、 友逹と励まし合いながら学年の仲

問との絆を深める。 〇登山の成功を祈る家族や、 同

じめあてをもって山に向かう人との心の交流の中
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で、 登山のすばらしさを感じ取ってい＜」。 そして、

「子供たちはこの3つのめあてに向かい、 立山の歴

史や植物研究、 体力づくりなどの準価を進め、 事前

に立山研究発表会や立山班対抗駅伝大会などユニ 一

クな行事を企画し、 仲間と一緒に立山への気持ちを

高めていった」。 当日は天候にも恵まれ、 児童たち

は大きな満足感を得たように思われた。

ところが、 4日後に立山登山のことが話題になっ

たときには、 ri岡足感や充実感でなく、「意外にも登

山で疲れたことや宿舎で楽しくなかったことか話題

の中心となった」。 そこで、 何故このような変化が

起きたのか、「一人一人の気持ちを確かめるために、

一 人一人の思いを文集に綴って読み合うことにし

た」。 その実践を通して、 久田教諭は、 立山登山に

向かう児塗たちの中には様々な不安が立ちこめてい

ることや、 それを克服してい＜児党たちの成長過程

をみごとに分析している。 そして、 欠席した児廊の

心を推し屈り、 寄り添っていくまでに成長した生徒

を紹介している叫 このように、 児菫が立山とのI渕

わりで成長していく過程を、 丁亭に分析する教育実

践が続くことを期待したい。

教貝たちは、 立山に、 さまざまな教育的滋義を見

いだしてきた。 その歴史を詳細にたどることによっ

て、 今までの立山研究とは迩うものが見えてくるの

ではないだろうか。 今回は、 査科が不十分だったこ

ともあって雑なものに終わったが、 今後、 機会があ

ればこれを修正肉付けしたいと考えている。 各方面

からご教示を賜れば幸いである。
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